
小笠原諸島返還５０周年記念事業について
（平成３０年１月５日現在）

小 笠 原 村

『 夢受け継いで５０年、未来へ羽ばたけ小笠原 』
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小笠原諸島返還５０周年記念事業

小笠原諸島返還５０周年記念事業実行委員会

国土交通省、東京都

(予定)（財）東京都島しょ振興公社、小笠原海運(株)、その他

平成３０年１月１日～平成３０年１２月３１日

小笠原村内及びその他

小笠原諸島が米国から返還されて５０周年という記念の節目を全村をあげて祝い、先人たちが築き上げてきた歴史
と伝統を振り返る。

あわせて、村の魅力を再認識して次世代に伝え、活かすことにより、郷土への誇りと愛着を高め、明るい未来に向
けた魅力あふれる小笠原を創造する。

記念事業を通じ、村民や各団体等と行政が一体となり、未来に向け小笠原村がどう進むべきかを考え、スタートを
切る起点となるような事業とする。

(1) 先人たちの築き上げてきた歴史と文化に敬意を表するとともに、ふるさと小笠原の誇りと愛着をさらに高める。
(2) 返還５０周年を全村をあげて祝い、本村の魅力を結集することにより、小笠原の地域力を高める。
(3) 小笠原の素晴らしさを村内外に向けて発信し、産業、経済、観光など地域経済のさらなる発展の契機とする。

(1) 祝祭事業 … 村民が広く記念事業を楽しむことができ、島に活力を与える事業
(2) 歴史･文化啓発事業 … 小笠原諸島の特異な歴史･文化を再認識し、啓発する事業
(3) 未来創出事業 … 返還50周年を村内外に発信し、未来を創出することに資する事業

【主催事業】 実行委員会が企画し、主催する事業
【協賛事業】 実行委員会以外の事業主体が実施する事業で協賛にふさわしい事業
【自主事業】 村民等(団体･グループ)が主体となり自主的に実施する事業

小笠原諸島返還５０周年記念事業

小笠原諸島返還５０周年記念事業実行委員会

国土交通省、東京都

(予定)（財）東京都島しょ振興公社、小笠原海運(株)、その他

平成３０年１月１日～平成３０年１２月３１日

小笠原村内及びその他

小笠原諸島が米国から返還されて５０周年という記念の節目を全村をあげて祝い、先人たちが築き上げてきた歴史
と伝統を振り返る。

あわせて、村の魅力を再認識して次世代に伝え、活かすことにより、郷土への誇りと愛着を高め、明るい未来に向
けた魅力あふれる小笠原を創造する。

記念事業を通じ、村民や各団体等と行政が一体となり、未来に向け小笠原村がどう進むべきかを考え、スタートを
切る起点となるような事業とする。

(1) 先人たちの築き上げてきた歴史と文化に敬意を表するとともに、ふるさと小笠原の誇りと愛着をさらに高める。
(2) 返還５０周年を全村をあげて祝い、本村の魅力を結集することにより、小笠原の地域力を高める。
(3) 小笠原の素晴らしさを村内外に向けて発信し、産業、経済、観光など地域経済のさらなる発展の契機とする。

(1) 祝祭事業 … 村民が広く記念事業を楽しむことができ、島に活力を与える事業
(2) 歴史･文化啓発事業 … 小笠原諸島の特異な歴史･文化を再認識し、啓発する事業
(3) 未来創出事業 … 返還50周年を村内外に発信し、未来を創出することに資する事業

【主催事業】 実行委員会が企画し、主催する事業
【協賛事業】 実行委員会以外の事業主体が実施する事業で協賛にふさわしい事業
【自主事業】 村民等(団体･グループ)が主体となり自主的に実施する事業

記念事業の概要
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主 催 事 業 協 賛 事 業 自 主 事 業

１月 海びらき（1日） 天体観望会（20日）

小笠原凧作り方教室（26日～28日）

２月 小笠原ＤＡＹ（12日）

３月 ガラパゴス諸島との学生交流（5日～14日）

４月 「おいし～ま小笠原」創作料理講習会(18日～19日)
小笠原村産業祭（30日）

５月 母島フェスティバル（上旬） ５０周年記念 寄席（21日～22日）

６月 「５０周年記念誌」配布
母島・大花火大会（23日or24日）

返還５０周年 記念式典･祝賀パレード（30日）

沖ノ鳥島ツアー（8日～10日）

母島返還祭（23日・24日）
父島返還祭（26日）

母島ゲートボール大会（17日）
「風のように流れる島の音楽ＣＤ」配布

天体観望会（6月～7月）

７月 中吉丸 歴史継承･交流事業（7月）

アウトリガー カヌーレース大会（中旬）

島しょ高校生サミット（26日～27日）

８月 サマーフェスティバル（8月～9月）

大花火大会（中旬）

母島納涼祭（下旬）

天体観望会（上旬）

９月 「小笠原の過去･現在･未来 ドキュメンタリー映
画」制作・上映（上旬）

アウトリガー カヌーレース大会（下旬）
５０周年記念 内地イベント（29日）

１０月 文化･歴史交流祭（7日～8日）

小笠原の明日を考えるシンポジウム（21日）

大音楽祭（26日～28日）
父母交流スポーツ大会（10月～12月）

１１月 三社合同 神輿渡御（中旬）

小中高 合同同窓会（11月～12月）

１２月 ５０周年記念 剣道大会（下旬）

父島・母島

父島・母島

父島

母島

母島

母島

東京

東京

父島・母島

父島・母島

父島

父島

父島

父島 父島

父島

父島・母島 母島

父島・母島

父島

父島

父島

父島

父島・母島

父島・母島

父島・母島

父島・母島

父島

父島

母島

母島

父島・母島

父島

記念事業 実施日程（予定）

母島

母島
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１．記念式典・祝賀パレード

事業の内容（主催事業）

２．５０周年記念誌

〔概要〕小笠原諸島日本復帰（返還）50周年を記念し、返還50周年記念誌
を制作

〔発行〕平成３０年６月
〔部数〕３,０００部
〔制作〕株式会社徳間書店
〔監修〕石原俊／明治学院大学教授。社会学者

〔内容〕①プロローグ ： 眺めて知る小笠原
大人と子どもが一緒に楽しめるようなイラストＭＡＰ
で小笠原諸島を紹介

②第１部 ： 小笠原の「いま」を生きる
小笠原諸島に暮らす、さまざまな分野・階層の人たちに
インタビューし、その話から、小笠原諸島の今を伝える

③第２部 ： 小笠原の「歴史」をたどる
小笠原諸島の成立から開拓、戦争、日本復帰、行政・
産業の発展など、多大な努力と苦労によって形作られ
てきた小笠原諸島の歩みを振り返る

④第３部 ： 小笠原の未来を読み解く
小笠原諸島の抱えるさまざまな問題・現状をもとに、事
業構想大学院大学による、村民への未来のプレゼンテ
ーションを行う

⑤エピローグ ： 小笠原 INFOGRAPHIC
データとビジュアルを組み合わせた「インフォグラ
フィック」により小笠原のデータを紹介

(1) 祝賀パレード
〔概要〕 村民や村内団体等により50周年をお祝いする祝賀パレード
〔日程〕 平成３０年６月３０日（土） 16:00～16:30
〔コース〕 二見港船客待合所駐車場～都道～お祭り広場
〔参加者〕 園児、児童・生徒の他、一般村民

パレードは海上自衛隊横須賀音楽隊が先導

(2) 式 典
〔日程〕 平成３０年６月３０日（土） 17:00～18:00
〔会場〕 父島 大神山公園お祭り広場
〔主催〕 小笠原諸島返還５０周年記念事業実行委員会
〔共催〕 東京都
〔後援〕 国土交通省
〔招待〕 村外約110名、プレス約20名、村内約50名、功労者約50名
〔内容〕 ①開式宣言（父島母島の小学生又は中学生）

②国歌斉唱（演奏：海上自衛隊横須賀音楽隊）
③主催者挨拶（実行委員会会長）
④来賓祝辞（国土交通大臣、東京都知事）
⑤小笠原の歩み映像上映（５分程度）
⑥功労者表彰
⑦功労者から若者たちへつなぐメッセージ

及び若者たちから未来への誓い
（功労者代表＋若者代表）

⑧記念演奏又は合唱
(小笠原小学校又は中学校）
（演奏 ： 海上自衛隊横須賀音楽隊）

⑨閉式宣言(高校生)

※式典の模様を村内ＴＶチャンネルで生中継（予定）

（3）祝賀会（レセプション）
〔概要〕 来賓、功労者、村内関係者を招き、返還50周年を祝う祝賀

会を実施
〔日程〕 平成３０年６月３０日（土） 18:30～20:00
〔会場〕 地域福祉センター（父島）
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４．父島返還祭・母島返還祭

３．しま料理創作

５．大花火大会（父島・母島）

６．小笠原諸島の歩み 映像制作

７．内地イベント

８．文化歴史交流祭（父島・母島）

９．小笠原の明日を考えるシンポジウム

１１．小中学校・高校 同窓会

１０．大音楽祭（父島・母島）

〔概要〕料理研究家による島の食材を活用した新しい郷土料理の考案、
及び村民から募集するレシピコンテストを行い、観光素材として
の新たな名物料理（郷土料理）を創作する

〔時期〕 平成３０年４月
〔内容〕（父島）

村民から募集したレシピや過去コンテストの入賞レシピなどを
元に、レシピ集の制作及び村内配布、料理サイトへの掲載等
による観光ＰＲを行う
監修者：北條智之氏（フレア・バーテンダー）

（母島）
料理研究家が考案した創作料理の講習会を開催、父島の産
業祭における試食会等を行う。
講師：田中稔氏（名古屋を代表するフードコーディネーター）

〔概要〕父島・母島で毎年開催される返還祭を、両島民を挙げて５０周
年を祝い、島民の結束を更に強める場とする

〔時期〕平成３０年６月２３・２４日（母島）、２６日（父島）

〔概要〕返還50周年を記念し、母島返還祭及び父島サマーフェスティ
バルにおいて、盛大な花火大会を開催

〔時期〕母島：平成３０年６月２４日 於：母島返還祭
父島：平成３０年８月１１日 於：サマーフェスティバル

〔内容〕母島：４００発程度打ち上げ、
父島：６００発程度打ち上げ

〔概要〕過去の写真やニュース映像等から、小笠原諸島の歴史をたど
り今昔の風景を比較する映像などを製作

〔時期〕平成３０年６～８月上映（予定）
〔内容〕上映会を開催。また、祝賀式典での短縮版上映や５０周年記

念誌電子版へ収録し配布

〔概要〕内地イベントを実施し、小笠原出身者、島での生活経験者、小笠
原ファンと喜びを共有

〔時期〕平成３０年９月２９日
〔内容〕竹芝桟橋客船ターミナル第２待合所等で、５０周年展示、芸

能披露、物産販売等を実施

〔概要〕小笠原の歴史と、様々な地域との繋がりから形成してきた文化を
振り返り、新たな交流の始まりとなることを目的

〔時期〕平成３０年１０月７日・８日
〔内容〕①芸能の交流ステージや映像・音楽の披露

②交流イベント参加団体との村民交流イベント
（体験会、講習会、単独ライブ等）

〔参加〕(南洋踊り)沖縄島民ダンス、(太鼓)八丈町、南大東島
(フラ)ハワイ (スティールパン)国内バンドなど（調整中）

〔概要〕「ふるさと」としての小笠原をテーマに、旧島民、新島民、新々島民
など様々な背景を持つ島民を受け入れながら、再び村としての道
を歩み続け、50周年をむかえた小笠原村の過去と未来を考える。

〔時期〕平成３０年１０月２１日
〔内容〕第１部：返還を振り返る

第２部：未来を考える ＊父島・母島・東京を中継して開催

〔概要〕内地のプロのアーティストを招請し、音楽愛好会･地元バンドを交
えた音楽祭を開催

〔時期〕平成３０年１０月２６日～２８日

〔概要〕父母の村立小中学校及び小笠原高校の卒業生・元教職員を対象
に島全体の同窓会を開催

〔時期〕平成３０年１１月～１２月（調整中）
〔内容〕同窓会セレモニー、フォーラム、交流会等
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１．凧作り教室・凧揚げ大会

事業の内容（自主事業）

２．天体観望会

３．寄席

６．小笠原の過去･現在･未来 ドキュメンタリー映画制作

５．風の流れるよう島の音楽ＣＤ制作

４．母島ゲートボール大会

７．アウトリガーカヌー文化復興事業（父島・母島）

９．中吉丸の歴史継承･交流事業（父島・母島）

８．島しょ高校生サミット参加支援

１２．父島･母島 剣道大会

１０．ガラパゴス諸島との学生交流

１１．三社合同 神輿渡御

申請団体 小笠原凧保存会
実施時期 平成２９年１２月２３日～２５日 凧作り教室

平成３０年１月８日 凧あげ大会
事業内容 伝統的な小笠原凧を作る凧作り教室及び凧あげ大会を開催

申請団体 小笠原天文倶楽部
実施時期 平成３０年 １月、6月～8月
事業内容 日本一美しい星空を再認識する天体観望会を開催

申請団体 三遊亭美るくの小笠原落語会
実施時期 平成３０年５月
事業内容 小笠原に縁のある落語家を招き、父島・母島で記念寄席を開催

申請団体 母島ゲートボール同好会
実施時期 平成３０年６月
事業内容 幅広い年齢層の参加が可能なゲートボールの記念大会を開催

申請団体 Boninの風Ⅱ
実施時期 平成29年～30年制作、平成３０年６月配布
事業内容 返還４０周年に制作した第一弾「Boninの風」CDに収録できなかっ

た古謡などのＣＤ第二弾を制作

申請団体 ＮＥＷＳボニンタイム
実施時期 平成29年～30年製作、平成30年9月リリース
事業内容 返還当時をはじめ、戦前や戦後を体験した島民や関係者へのイ

ンタビュー、古い写真や資料等を用いて小笠原の歴史に迫る映
像を製作

申請団体 小笠原扇浦青年団要会
実施時期 平成３０年６月～９月
事業内容 アウトリガーカヌーによるレース大会、父母間航海、講演会・

ワークショップ等を開催

申請団体 東京都立小笠原高等学校ＰＴＡ設立準備委員会
実施時期 平成30年7月下旬
実施場所 父島：小笠原高校
事業内容 小笠原で開催される「第２回島しょ高校生サミット」に参加及び

その支援

申請団体 中吉丸歴史継承交流事業実行委員会
実施時期 平成29年～30年制作、平成30年7月交流事業（予定）
事業内容 1840年岩手県陸前高田を出港した中吉丸の乗員6名が小笠原

に漂着した歴史を紹介する映像と絵本を制作し、広く周知する
とともに陸前高田との交流を図る。

申請団体 非営利活動法人小笠原自然文化研究所
実施時期 平成３０年７月上旬～８月下旬
事業内容 同じ世界自然遺産地であるガラパゴス諸島より高校生を招聘し

高校生同士の交流を通じて、彼らの視点から離島の社会生活
や小笠原村の未来像を展望する

申請団体 父母文化交流会
実施時期 平成３０年１１月中旬
事業内容 父島・母島の３基の御神輿を一堂に集め、神輿渡御を行う

申請団体 小笠原剣道親睦会
実施時期 平成３０年１２月下旬
事業内容 父島母島両島の子供たちや大人による記念剣道大会を開催 -5-



１．カウントダウンパーティー・海びらき（父島）

事業の内容（協賛事業）

３．小笠原ＤＡＹ

４．母島フェスティバル

５．小笠原村産業祭

８．母島納涼祭

７．サマーフェスティバル

６．沖ノ鳥島ツアー

９．父母交流スポーツ大会

実施団体 小笠原村観光局
実施時期 平成３０年２月１２日
実施場所 竹芝桟橋客船ターミナル第２待合所、その他
事業内容 小笠原出身者や小笠原ファン等、一般の方を対象にした

内地イベント

実施団体 母島フェスティバル実行委員会
実施時期 平成３０年５月
実施場所 母島漁協水産物販売センター周辺
事業内容 母島内の農業･漁業･商工･観光の各産業団体が連携し、

島内物産の販売･試食を行う

実施団体 小笠原村産業活性化対策協議会
実施時期 平成30年5月（予定）
実施場所 父島大神山公園お祭り広場
事業内容 特産品･工芸品の販売、夜店での飲食、郷土芸能の披露

など、小笠原の産業をまるごと体験できる産業祭

実施団体 小笠原村
実施時期 平成３０年６月８日～１０日
実施場所 沖ノ鳥島
事業内容 定期船おがさわら丸をチャーターし、実際に沖ノ鳥島を視察

するツアー
①島の視察（船上）
②講演会（船内）
③星空観察会（船上）
④その他

実施団体 サマーフェスティバル実行委員会
実施時期 平成３０年８月～９月
実施場所 父島 大神山公園お祭り広場
事業内容 盆踊り、花火大会、JAMIN、フラオハナ等各種イベントのサ

マーフェスティバル
＊盆踊り大会に併せて行う花火大会を「大花火大会（実行

委員会主催事業）」として実施

実施団体 母島納涼祭実行委員会
実施時期 平成３０年８月下旬
実施場所 母島
事業内容 母島納涼盆踊り大会

実施団体 小笠原村体育協会
実施時期 平成30年10月～12月（予定）
実施場所 父島
事業内容 父島対母島の交流スポーツ大会

実施団体 小笠原村観光協会
実施時期 平成２９年１２月３１日 カウントダウンパーティ

平成３０年１月１日 海びらき
実施場所 父島大神山公園お祭り広場
事業内容 新年を祝うカウントダウンパーティ及び海びらき

２．海びらき（母島）

実施団体 母島観光協会
実施時期 平成３０年１月１日
実施場所 母島脇浜なぎさ公園
事業内容 海びらきを返還50周年の年の幕開け事業として開催
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